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　　図3台風災害の建物被害度の時刻差
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図4　昼間，早夜に来襲した台風（高潮台風を除く）による災害の
　　　〔死者行方不明数（D）〕／〔台風の工率（E）（×1020erg／sec）〕
　　　の年平均値の経年変化
　OO
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図5　昼間に来襲した台風（高潮，強風被害が著しかった台風を除
　　　く）による災害の〔建物全半壊流失むね数（”）〕／〔台風の工
　　　率（E）（×1020erg／sec）の2乗〕年平均値の経年変化
うに認められる．20年代におけるD／Eの平均が14．5であるのに対し，36年以降の平均は
4．2で，1／3．5に低下しており，避難や水防活動に有利な昼問，早夜の事例に限っていえぱ，
人命被害度の低下は明りょうである．なお，深夜の事例のD／Eの平均は120・6と非常に大
きく，低下傾向は認められない．
　雄物被害についても，工率と被害高との関係を調べ，図3に示した．建物の場合避難はあ
り得ないが，しかし深夜の事例ば明らかに被害度が高い位置に分布している．これは水防活
動等の難易の昼夜の差の表れとも解釈できるが，それだけではこの大きな差は説明できな
い．昼問の台風（41年以前）について，全半壊流失むね数（H）と工率（E）との関係式を
求めると，図中に示したようになり，HはEのほぼ2乗に比例している．そこでH／E2に
よって建物被害度を表すことにして，その年ごとの平均値の経年変化を示したのが図5であ
る．著しい強風被害および高潮被害をもたらした台風の場合に一は，建物被害度が極端に大き
な値をとるので除外した．したがって事例数はやや少ないが，しかし漸減的な経年変化は死
者の場合以上に明りょうである．被害度は35年までは一貫して低下してきて36年以降は低
い水準で安定化している．43年以降さらに一段と低くなっているが，事例数が少ないので確
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災害時における避難の難易差の反映としての人命被害度の時刻差および地域差一水谷
かなことはいえない．20年代のH／E2の平均が57．3に対し，36～41年のそれは10．3であ
る．この低下は建物の質の向上によるところが大きいであろう．なお，深夜のH／E2の平均
は1174と非常に大きく，低下傾向は認められない．
伊勢湾台風の後，台風による大災害が少なくなったのは，強い台風がたまたま本土に上陸し
なかったためともいわれているが，しかし工率10×102．erg／sec以上の大型台風の来襲数を
調べてみると昭和21年から34年までの14年剛こ6個に対し，35年から46年の12年問に
5個と来襲ひん度には全く変化がない．ただ来襲時刻には違いがあり，35年以降はすべて昼
問～早夜であるのに対し，34年以前では6個中4個カミ夜間に来襲して大きな被害をもたら
しており，台風被害の経年変化を知るにはまず来襲時刻別に分類してみる必要がある．
4．避難の難易に関係する要因一むすぴにかえて一
　最近の崩壊災害および台風災害事例について，死者数と建物損壊むね数および死老数と台
風の工率との比で表した人命被害度を求めた結果，災害が深夜に発生した場合には被害度が
高く，昼問～早夜の場合には低いという時刻差が明りょうに示された．また，崩壊災害では
被害度が都市域で高く山村域で低いという地域差が，台風災害では被害度の経年的な低下カミ
認められた．これらは主として避難の難易にかかわる条件の時刻差，地域差および経年的な
変化を反映した結果であると考えられる．
　防災の基本は強大な白然の加害力を避けることにある．初めから避けて住むことが望まし
いが，それが不可能な場合は事前に確実に避げることを考えねばならたい．異常な自然現象
の下で，状況をはあくし，危険を予測し，避難を決意し実行するには，人問の行動様式にも
関係して種々の要因が介在する．効果的な避難を行なうには，過去の災害経験を生かすこと
周囲の自然の性質とそれの最近の変化の状態を知っておくこと，余裕を大きめにとった避難
基準の口安をもつこと，情報，警報の迅速な伝達および避難の実行に役立つ強固な地域コ
ミュニティー，各種地区組織，信頼される決断者，利用しやすい避難先等が存在することた
ど種々のことが関係する．現在のところわれわれの白然現象に関する理解はきわめて不十分
である．したがって多少のムダ足は承知の上で，加害力が強く働きやすい場所からそのつど
避難することは，人命波害を少なくするさしあたりもっとも有効な方法である．昭和46年
の千葉県下がけくずれ災害地でのアソヶ一ト調査によると，過去に近くでがけくずれを経験
した人は48％あり，54％の人ががけくずれの不安を感じていたにもかかわらず，1時間に
100mm以上の雨が降っていても，事前に避難をした人は10％程度でしかなかった．性来
保守的た人問の行動は，あたりまえでささいとも思われる要因に強く規定されていることが
多い．深夜と都市域に避難をより困難にする要因が多数存在し，その影響が被害度に明りょ
うに表れているからには，それを少しでもなくしていく努力が必要である．
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